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「
ブ
リ
ヒ
ラ
」
は
近
畿
大
学

水
産
研
究
所
が
１
９
７
０
年
に

開
発
し
た
独
自
の
魚
種
。
近
大

の
登
録
商
標
。
近
大
産
ブ
リ
ヒ

ラ
種
苗
を
用
い
て
養
殖
し
た
も

の
だ
け
が
名
称
を
使
え
る
。

ベ
イ
シ
ア
は
近
大
の
関
連
会

社
で
あ
る
食
縁
と
「
持
続
可
能

な
養
殖
水
産
物
普
及
の
協
定
」

を
２
０
１
７
年
に
締
結
。
ブ
リ

ヒ
ラ
の
大
量
生
産
に
よ
る
安
定

供
給
に
向
け
て
協
力
し
て
き

た
。２

０
１
８
年
に
１
０
０
０
尾

だ
っ
た
ブ
リ
ヒ
ラ
の
生
産
量

は
、
養
殖
規
模
を
年
々
拡
大

し
、
１９
年
１
万
５
０
０
０
尾
、

２０
年
２
万
尾
と
段
階
的
に
増

加
。
ベ
イ
シ
ア
で
は
「
近
大
生

ま
れ
の
ブ
リ
ヒ
ラ
」
を
２１
年
５

万
尾
以
上
（
売
上
高
約
３
億

円
）
、
２２
年
７
万
尾
以
上
（
同

約
４
・
２
億
円
）
、
２３
年
１０
万

尾
以
上
（
同
約
６
億
円
）
を
販

売
す
る
計
画
。

店
頭
で
は
サ
ク（
１
０
０
ｇ
、

税
込
４
９
４
円
）や
お
造
り（
７

切
、
４
２
９
円
）
、
生
寿
司
単

品
（
５
貫
、
４
２
９
円
）
な
ど

を
展
開
す
る
予
定
。
６
月
２２
日

ま
で
は
発
売
記
念
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
し
て
、
お
造
り
１
切
増
量

（
８
切
、
４
２
９
円
）
で
販
売

し
て
い
る
。

ブ
リ
と
ヒ
ラ
マ
サ

�
良
い
と
こ
�
取
り

１５
日
の
記
者
説
明
会
で
、
橋

本
社
長
は
ブ
リ
ヒ
ラ
導
入
の
経

緯
に
つ
い
て
「
ブ
リ
は
人
気
魚

種
で
は
あ
る
が
、
夏
場
に
味
や

品
質
が
落
ち
て
し
ま
う
。
夏
場

に
お
い
し
い
ブ
リ
を
刺
身
や
寿

司
で
食
べ
て
頂
き
た
い
と
考

え
、
ブ
リ
ヒ
ラ
の
販
売
を
始
め

た
」
と
語
っ
た
。

近
大
世
界
経
済
研
究
所
の
有

路
昌
彦
教
授
（
食
縁
社
長
）
は

ブ
リ
ヒ
ラ
の
特
徴
に
つ
い
て

「
夏
で
も
脂
が
の
っ
て
い
て
、

身
が
し
っ
か
り
し
て
歯
ご
た
え

が
あ
る
。血
合
い
肉
が
少
な
く
、

変
色
し
に
く
い
た
め
、
ロ
ス
率

は
低
い
」
と
ブ

リ
と
ヒ
ラ
マ
サ

の
「
良
い
と
こ

取
り
」
し
た
魚

で
あ
る
こ
と
を

説
明
し
た
。

説
明
会
で
は

ブ
リ
ヒ
ラ
（
２

歳
魚
、約
３
㎏
）

の
解
体
シ
ョ
ー

が
行
わ
れ
、刺
身

と
寿
司
の
試
食

を
提
供
し
た
。

日
本
水
産
業
の

未
来
へ
の
か
け
橋

「
ブ
リ
ヒ
ラ
は
ブ
リ
よ
り
も

成
長
が
遅
く
、
２
歳
魚
で
も
成

熟
し
て
い
な
い
た
め
、
夏
場
で

も
脂
が
の
っ
て
い
る
。
冬
場
の

ブ
リ
の
よ
う
な
脂
の
り
と
旨
み

が
特
徴
。
血
合
い
も
小
さ
い
の

で
、
ブ
リ
よ
り
も
歩
留
ま
り
が

約
１
割
高
い
」（
有
路
教
授
）。

１９
年
か
ら
ブ
リ
ヒ
ラ
を
試
験

販
売
し
て
き
た
ベ
イ
シ
ア
の
橋

本
社
長
は
「
夏
場
に
刺
身
で
提

供
で
き
る
ブ
リ
ヒ
ラ
は
お
客
様

か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。
ブ
リ

ヒ
ラ
が
食
卓
で
当
た
り
前
の
よ

う
に
浸
透
し
、
日
本
の
水
産
業

の
未
来
へ
の
か
け
橋
に
な
る
よ

う
な
商
品
に
し
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
た
。

有
路
教
授
は
「
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
て
ブ
リ
ヒ
ラ
の
開
発

に
至
っ
た
が
、
何
よ
り
ベ
イ
シ

ア
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
進
め
て

き
た
お
か
げ
で
実
現
で
き
た
」

と
語
っ
た
。

土産品の販売は低調だが、

量販店や通販などでの販売は

順調に推移している。一方、

前年ほどの勢いはなく、反動

減も懸念されている。

ベ
イ
シ
ア
（
群
馬
県
前
橋
市
、
橋
本
浩
英
社
長
）
は
、
近
畿

大
学
が
開
発
し
た
ブ
リ
と
ヒ
ラ
マ
サ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
種
（
交

雑
種
）
で
あ
る
「
ブ
リ
ヒ
ラ
」
を
ベ
イ
シ
ア
全
店
舗
で
１６
日
発

売
し
た
。
ブ
リ
類
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
種
の
本
格
的
な
種
苗
生
産

は
世
界
で
も
近
大
だ
け
が
行
っ
て
お
り
、
産
学
連
携
に
よ
る
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
種
の
本
格
的
な
販
売
を
実
現
す
る
の
は
世
界
初
の

取
り
組
み
。

やまこし・たつお １９８７年日大経済

学部卒業後、中堅商社水産部を経て、

９７年に東京シーフーズ入社。２０１６年取

締役に就任。今年４月から現職。１９６４

年生まれ、東京出身。

大
学
卒
業
後
に
中
堅
商
社
に

入
社
し
、
水
産
部
に
配
属
。
５

年
間
の
米
国
シ

ア
ト
ル
駐
在
を

経
て
、
１０
年
勤

め
た
後
に
東
京

シ
ー
フ
ー
ズ
に
転
職
し
た
。
業

界
歴
は
３４
年
。転
職
後
は
サ
ケ
、

北
方
凍
魚
な
ど
も
扱
っ
た
が
、

エ
ビ
・
カ
ニ
を
メ
イ
ン
に
長
年

担
当
し
て
き
た
。

「
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
、

世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る
国
へ
出
張

し
た
。
こ
ん
な
に
色
々
な
国
、

地
域
へ
行
け
る
仕
事
は
少
な

い
。
水
産
業
界
に
入
っ
て
良
か

っ
た
」
と
好
奇
心
旺
盛
な
自
分

に
と
っ
て�
天
職
�だ
と
感
じ
て

い
る
。
趣
味
も
多
く
、
「
色
々

な
所
を
訪
れ
、
歩
き
回
る
の
が

好
き
」
と
い
う
。

今
年
４
月
か
ら
社
長
に
就

任
。
コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
の
柱
の

ひ
と
つ
で
あ
る
業
務
向
け
食
材

の
売
上
高
は
前
年
度
（
１
月
決

算
）
大
幅
に
落
ち
込
ん
だ
が
、

出
張
費
や
接
待
費
な
ど
の
経
費

も
減
り
、
利
益
的
に
は
そ
れ
ほ

ど
大
き
な
影
響
を
受
け
な
か
っ

た
。厳

し
い
環
境
で
の
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
と
思
い
き
や
、
「
全
く
そ

の
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
財
務

状
況
は
昔
か
ら
健
全
で
、
ス
ム

ー
ズ
に
世
代
交
代
が
で
き
た
。

こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
当
社
の

業
界
で
の
地
盤
を
し
っ
か
り
守

り
、
会
社
を
継
続
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
最
大
の
使
命
」
と
抱
負

を
語
る
。

同
社
の
強
み
は
自
由
な
社
風

と
顧
客
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
力
に

あ
る
。

「
年
齢
や
経
験
に
関
係
な
く
、

フ
ラ
ン
ク
に
意
見
を
言
い
合

い
、
色
々
な
仕
事
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
る
会
社
。
今
で
こ
そ
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
と
い
う
言
葉

が
水
産
業
界
で

使
わ
れ
て
い
る

が
、
当
社
は
昔

か
ら
顧
客
の
要

望
・
需
要
に
応
じ
た
商
売
を
続

け
て
き
た
。
今
後
も
そ
の
ス
タ

イ
ル
を
大
切
に
し
、
ま
だ
ま
だ

潜
在
需
要
の
あ
る
日
本
の
水
産

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
存
在
感
を
示
し

た
い
」
と
語
る
。

自
民
党
の
漁
港
漁

場
漁
村
整
備
促
進
議

員
連
盟
（
衛
藤
征
士

郎
会
長
）
の
漁
港
漁

場
整
備
長
期
計
画
検

討
委
員
会
（
鈴
木
俊

一
委
員
長
）は
１５
日
、

次
期
長
期
計
画
の
方

向
性
に
つ
い
て
提
言

を
取
り
ま
と
め
た
。

提
言
で
は
、「
水
産

基
盤
は
時
代
ご
と
に

機
能
を
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
し
て
い
く『
進
化
』

が
求
め
ら
れ
て
い

る
」と
し
、水
産
業
の
将
来
像
を

見
据
え
た
基
盤
整
備
の
推
進
と

と
も
に
、
漁
業
関
係
者
や
漁
村

に
暮
ら
す
人
々
が
希
望
を
持
て

る
、
新
た
な
時
代
の
長
期
計
画

の
策
定
を
求
め
た
。

具
体
的
に
は
、
次
期
長
期
計

画
で
検
討
す
べ
き
事
項
と
し
て

①
産
地
生
産
力
の
強
化
と
輸
出

促
進
に
よ
る
「
水
産
業
の
成
長

産
業
化
」
②
海
洋
環
境
の
変
化

や
災
害
リ
ス
ク
へ
の
対
応
力
強

化
に
よ
る
「
持
続
可
能
な
漁
業

生
産
の
確
保
」
③�
海
業
�
振
興

と
多
様
な
担
い
手
の
活
躍
に
よ

る
「
漁
村
の
魅
力
と
所
得
の
向

上
」―
―
を
挙
げ
た
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
検
討
に

当
た
っ
て
不
可
欠
な
視
点
と
し

て
「
社
会
情
勢
の
変
化
へ
の
対

応
」
を
挙
げ
、
グ
リ
ー
ン
社
会

の
実
現
や
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形

成
、
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
へ

の
対
応
を
図
る
た

め
、
モ
デ
ル
事
業
の

実
施
・
検
証
、
普
及

を
進
め
る
こ
と
が
重

要
と
し
た
。

今
回
の
提
言
で

は
、
「
漁
村
の
魅
力

と
所
得
の
向
上
」
に
�
海
業
�

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
改
め
て

盛
り
込
ん
だ
。�
海
業
�
は
漁

村
に
あ
る
資
源
の
価
値
や
魅
力

を
活
用
し
て
所
得
増
大
を
図
る

取
り
組
み
。
漁
港
を
最
大
限
に

活
用
し
て
�
海
業
�
や
増
養
殖

を
漁
港
漁
村
に
定
着
さ
せ
、
漁

村
活
性
化
を
図
る
べ
き
と
提
案

し
て
い
る
。

鈴
木
委
員
長
「
整
備

に
終
わ
り
な
し
」

検
討
委
員
会
で
は
、
今
年
度

で
最
終
年
度
を
迎
え
る
現
行
の

長
期
計
画
に
つ
い
て
「
順
調
に

目
標
を
達
成
で
き
て
い
る
」
と

評
価
し
た
う
え
で
、
次
期
長
期

計
画
の
方
向
性
を
検
討
す
る
た

め
に
水
産
庁
に
よ
る
地
域
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
通
し
て
浜
の

声
を
く
み
上
げ
、
議
論
を
重
ね

て
き
た
。

鈴
木
委
員
長
は
提
言
の
取
り

ま
と
め
に
当
た
り
、
「
漁
港
整

備
は
時
代
ご
と
に
要
請
さ
れ
る

も
の
が
必
ず
あ
り
、
そ
れ
に
応

え
る
長
期
計
画
を
立
て
て
い
く

こ
と
が
大
切
。
漁
港
整
備
に
終

わ
り
は
な
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し

た
。今

後
、
提
言
を
議
連
の
臨
時

総
会
で
報
告
し
、
党
水
産
部
会

・
水
産
総
合
調
査
会
と
水
産
政

策
審
議
会
で
の
検
討
を
経
て
、

来
年
１
月
に
次
期
長
期
計
画
の

骨
子
案
が
ま
と
め
ら
れ
る
予

定
。

日
本
経
済
調
査
協
議
会
は
第

３
次
水
産
業
改
革
委
員
会
を
１８

日
始
動
し
た
。
第
２
次
委
員
会

の
提
言
の
深
堀
り
と
議
論
の
追

加
を
め
ざ
す
。
活
動
期
間
は
１

年
間
を
目
安
と
し
、
中
間
提
言

と
最
終
提
言
を
政
府
ら
に
対
し

行
う
。
当
面
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
議
論
を
展
開
す
る
予
定
。

小
松
正
之
委
員
長
は
１６
日
の

記
者
会
見
で
「
第
２
次
の
提
言

も
漁
獲
デ
ー
タ
の
収
集
や
科
学

的
根
拠
に
基
づ
く
資
源
管
理
制

度
導
入
、条
件
付
き
Ｉ
Ｔ
Ｑ（
譲

渡
可
能
個
別
割
当
）
制
度
な
ど

に
反
映
さ
れ
て
い
る
」
と
評
価

し
た
う
え
で
、
「
日
本
の
漁
業

の
抜
本
的
な
改
善
を
早
期
に
め

ざ
す
に
は
、
政
府
の
水
産
政
策

内
容
は
不
足
し
て
い
る
」
と
強

調
し
た
。
Ｉ
Ｔ
Ｑ
制
度
に
つ
い

て
は
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
や
ア
ワ
ビ

な
ど
具
体
的
な
制
度
モ
デ
ル
の

立
案
を
図
る
。

第
２
次
の
提
言
は
次
の
通

り
。▽

海
洋
と
水
産
資
源
は
国
民

共
有
の
財
産
で
あ
る
と
明
示
せ

よ
▽
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
水

産
資
源
の
持
続
的
利
活
用
を
徹

底
し
、
直
ち
に
悪
化
資
源
の
回

復
を
図
る
と
と
も
に
、
広
く
国

民
に
開
か
れ
た
海
洋
と
水
産
資

源
の
保
存
管
理
を
行
え
▽
現
行

の
漁
業
権
を
廃
止
し
、
す
べ
て

の
漁
業
・
養
殖
業
に
許
可
制
度

を
導
入
せ
よ
▽
Ｉ
Ｔ
Ｑ
方
式
を

導
入
し
、
過
剰
漁
獲
能
力
を
早

急
に
削
減
す
る
と
と
も
に
、
漁

業
経
営
を
持
続
可
能
な
自
立
経

営
と
せ
よ
▽
国
際
社
会
の
動
向

の
反
映
と
消
費
者
マ
イ
ン
ド
を

確
立
せ
よ
▽
水
産
予
算
の
大
幅

な
組
み
換
え
を
実
行
せ
よ
▽
現

行
の
漁
業
法
制
度
を
廃
止
し
、

新
た
な
制
度
・
シ
ス
テ
ム
を
構

築
せ
よ

北
海
道
大
学
ら
の
研
究
チ
ー

ム
は
、
世
界
的
に
進
行
し
て
い

る
地
球
温
暖
化
・
海
洋
酸
性
化

・
貧
酸
素
化
が
将
来
、
北
海
道

沿
岸
域
の
水
産
対
象
種
に
対
し

て
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
を
指
摘
し
た
。
深
刻
な
影
響

を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
パ
リ

協
定
で
求
め
ら
れ
て
い
る
人
為

起
源
Ｃ
Ｏ
２
排
出
の
大
幅
削
減

が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
い

る
。特

に
、
環
境
ス
ト
レ
ス
に
対

し
て
脆
弱
な
幼
生
期
に
は
Ｃ
Ｏ

２
濃
度
を
人
工
的
に
調
整
し
た

環
境
で
飼
育
す
る
こ
と
や
、
陸

域
か
ら
沿
岸
域
へ
の
物
質
流
入

を
調
整
す
る
な
ど
、
地
域
に
お

け
る
施
策
も
海
洋
酸
性
化
・
貧

酸
素
化
影
響
を
軽
減
す
る
上
で

有
効
で
あ
る
と
提
言
し
て
い

る
。北

海
道
小
樽
市
の
地
先
に
観

測
点
を
設
置
し
、
冬
季
に
も
潜

水
作
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

水
温
、
塩
分
、
海
洋
酸
性
化
の

指
標
と
な
る
ｐ
Ｈ
（
水
素
イ
オ

ン
濃
度
）
、
貧
酸
素
化
の
指
標

と
な
る
海
水
中
の
溶
存
酸
素

（
Ｄ
Ｏ
）
濃
度
の
連
続
観
測
を

通
年
で
数
年
間
継
続
し
た
結

果
、
地
球
温
暖
化
・
海
洋
酸
性

化
・
貧
酸
素
化
指
標
の
日
周
・

季
節
・
経
年
変
化
が
北
海
道
沿

岸
域
で
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ

た
。

ホ
タ
テ
ガ
イ
や
ウ
ニ

に
不
適
な
状
況
も

現
状
で
は
融
雪
水
の
流
入
や

降
水
に
伴
う
急
激
な
塩
分
低
下

に
よ
り
海
洋
酸
性
化
の
評
価
指

標
と
な
る
ア
ラ
ゴ
ナ
イ
ト
飽
和

度
（Ω

a
ra

g

）
が
地
球
温
暖

化
・
海
洋
酸
性
化
・
貧
酸
素
化

の
い
ず
れ
も
水
産
対
象
種
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と

は
い
え
な
い
も
の
の
、
人
為
起

源
Ｃ
Ｏ
２
を
は
じ
め
と
す
る
温

室
効
果
ガ
ス
の
高
排
出
シ
ナ
リ

オ
に
よ
る
将
来
予
測
の
結
果
、

今
世
紀
末
ま
で
に
ホ
タ
テ
ガ
イ

や
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
と
い
っ
た

北
海
道
に
と
っ
て
重
要
な
水
産

対
象
種
に
と
っ
て
不
適
な
高
水

温
状
態
が
夏
場
に
定
常
化
す
る

と
と
も
に
、
冬
場
はΩ

a
ra

g

が
定
常
的
に
準
危
険
水
準
に
達

す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

こ
の
研
究
で
実
施
し
た
手
法

は
地
球
温
暖
化
・
海
洋
酸
性
化

・
貧
酸
素
化
が
水
産
対
象
種
に

及
ぼ
す
複
合
影
響
の
緩
和
に
向

け
た
地
域
で
の
合
意
形
成
・
施

策
の
た
め
に
定
量
的
な
科
学
的

指
針
を
提
供
す
る
と
期
待
さ
れ

る
。研

究
成
果
は
６
月
１１
日
公
開

のF
ro

n
tie

rs
in

M
a
rin

e

S
c
ie

n
c
e

誌
に
オ
ン
ラ
イ
ン

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

研
究
に
携
わ
っ
た
の
は
北
海

道
大
学
大
学
院
地
球
環
境
科
学

研
究
院
の
藤
井
賢
彦
准
教
授
の

ほ
か
、
国
立
環
境
研
究
所
の
高

尾
信
太
郎
研
究
員
、
海
洋
研
究

開
発
機
構
の
脇
田
昌
英
研
究

員
、
山
本
彬
友
特
任
研
究
員
、

水
産
研
究
・
教
育
機
構
の
小
埜

恒
夫
主
幹
研
究
員
ら
。

Ｊ
Ｆ
全
国
女
性
連
は
通
常
総

会
を
１１
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

で
開
催
し
た
。
役
員
改
選
で
長

崎
県
漁
協
女
性
部
連
合
会
の
荒

木
直
子
会
長
を
新
会

長
に
選
任
し
た
。

２
０
２
１
年
度
事

業
計
画
に
お
け
る
活

動
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
よ
う

そ
れ
が

輝
く
未
来
の
第
一
歩

Ｊ
Ｆ
女

性
部

～
仲
間
の
輪
を
ひ
ろ
げ

て
、
活
動
も
地
域
も
明
る
く
元

気
に
～
」。

新
し
い
生
活
様
式
を
見
据
え

な
が
ら
、
▽
東
日
本
大
震
災
被

災
地
へ
の
支
援
活
動
▽
自
立
し

た
組
織
づ
く
り
と
女
性
の
参
画

の
機
会
づ
く
り
▽
浜
の
環
境
保

全
活
動
▽
水
産
物
の
消
費
拡
大

活
動
▽
安
全
操
業
の
推
進
▽
全

国
共
通
活
動
の
推
進
―
―
に
注

力
し
て
い
く
方
針
。

ド
イ
ツ
の
ベ
ル
テ
ル
ス
マ
ン

財
団
と
Ｓ
Ｄ
Ｓ
Ｎ
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の

達
成
指
標
と
な
る
「
持
続
可
能

な
開
発
報
告
書
２
０
２
１
」
を

１４
日
公
表
し
た
。
日
本
は
１
６

５
カ
国
中
１８
位
。
「
海
の
豊
か

さ
を
守
ろ
う
（
ゴ
ー
ル
１４
）
」

ほ
か
、
４
項
目
で
取
り
組
み
不

十
分
と
評
価
を
受
け
た
。

〒１４０-０００２ 東京都品川区東品川２-２-２０（天王洲オーシャンスクエア）
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●札 幌 TEL.011(261)3103 ●仙 台 TEL.022(726)5092

●名古屋 TEL.052(684)6331 ●大 阪 TEL.06(6398)0755

●下 関 TEL.083(222)3471 ●福 岡 TEL.092(721)0999
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第
３
次
改
革
委
員
会
始
動

日経調

「「
近近
大大
生生
まま
れれ
のの
ブブ
リリ
ヒヒ
ララ
」」

抜
本
的
な
改
善
を
早
期
に

ベベイイシシアアでで本本格格販販売売

夏場でも脂のりの良いブリヒラ

http : //www.moriya-elevator.co.jp

�０４５（７８５）３１１１（代）

「信頼と誠実」

「
海
の
豊
か
さ
を
守

ろ
う
」
は
不
十
分

守谷エレベータ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

２
０
２
１
年
５
万
尾
め
ざ
す

小松委員長

次
期
長
計
に
向
け
提
言

ホームページ http : // www. suisantimes. co. jp /
Ｅ メ ー ル suisan @suisantimes. co. jp

水
産
基
盤
の
進
化
を

漁
港
議
連
検
討
委

“海業”による漁村活性盛り込む

記者説明会に出席したベイシアの橋本社長（左）と近大の有路昌彦教授

北大ら研究チーム

人為起源ＣＯ２の削減を

水産資源保護対策を提言

ご

挨

拶

拝
啓

平
素
は
格
別
の
お
引
き
立
て
を
賜
り
有
難

く
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
６
月
１６
日
開
催
の
第
７３
回
定
時
株
主
総
会

及
び
取
締
役
会
に
お
い
て
、
左
記
の
と
お
り
役
員
が

選
任
さ
れ
そ
れ
ぞ
れ
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
役
員
一
同
社
業
に
一
層
精
励
い

た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援

ご
高
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
は
略
儀
な
が
ら
紙
上
を
も
っ
て
ご
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
。

敬

具

令
和
三
年
六
月
二
十
一
日

東
京
都
江
東
区
豊
洲
六
丁
目
六
番
二
号

東
都
水
産
株
式
会
社

鈴木委員長

２～４

令和新時代

㈱
東
京
シ
ー
フ
ー
ズ

取

締

役

会

長

長

谷

幸
一
郎

代
表
取
締
役
社
長

江

原

恒

取

締

役

副

社

長

久

我

勝

二（
昇
任
）

取

締

役

細

野

雅

夫

社

外

取

締

役

佐

藤

隆

治

社

外

取

締

役

麻

生

巌（
新
任
）

社

外

取

締

役

安

樂

力（
新
任
）

社

外

取

締

役

古

賀

善

敏（
新
任
）

常

勤

監

査

役

青

山

憲

夫

常

勤

監

査

役

橋

本

明

夫

社

外

監

査

役

川

�

尊

義

社

外

監

査

役

小

林

博

之

辛子明太子特集

山
越

竜
生
氏

代
表
取
締
役
社
長

新
会
長
に
長
崎
漁
協
・
荒
木
氏

自
由
な
社
風
と
顧
客
対
応
力
が
強
み

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

女
性
連

今週の紙面

荒木新会長


